
ジ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
神
を
含
み
、
長
野

県
で
は
集
落
の
境
や
辻
な
ど
の
路
傍
に
石

造
物
の
形
で
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ム
ラ
（
境
界
）
の
守
り
神
・
縁
結
び
の
神
・

豊
作
の
神
・
性
愛
の
神
・
子
ど
も
の
守
り

神
な
ど
と
し
て
先
人
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き

た
。
松
本
平
で
は
縁
結
び
の
神
と
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
多
い
が
、
ま
つ
る
地
域
や
人
々

に
よ
っ
て
そ
の
性
格
は
一
様
で
は
な
い
。

　

先
人
が
様
々
な
願
い
を
込
め
た
道
祖
神

は
広
く
ま
つ
ら
れ
、
願
い
の
対
象
と
な
る

石
造
碑
―
道
祖
神
碑
の
形
は
自
然
石
や

「
道
祖
神
」「
道
陸
神
」
な
ど
の
文
字
を
刻

ん
だ
も
の
（
以
下
「
文
字
碑
」）、
男
根
・

女
陰
を
模
し
た
陰
陽
石
、
そ
し
て
男
女
二

神
の
姿
な
ど
を
彫
っ
た
双
体
像
碑
（
以
下

「
像
碑
」）
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に
道
祖
神

と
い
う
と
、
こ
の
像
碑
を
指
す
こ
と
が
多

い
。
も
っ
と
も
、
道
祖
神
碑
が
建
立
さ
れ

た
の
は
松
本
城
下
町
を
除
く
周
辺
の
村
々

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
城
下
町

に
は
道
祖
神
碑
が
一
基
も
建
立
さ
れ
ず
、

道
祖
神
は
ム
ラ
の
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
城
下
町
の
い
く
つ
か
の
町
と
そ
の
隣

接
地
帯
・
農
村
地
帯
の
一
部
で
は
道
祖
神

木
像
（
以
下
「
木
像
」）
が
ま
つ
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
市
民
や
観
光
客
か
ら
「
松
本
の
街

中
に
も
あ
ち
こ
ち
に
道
祖
神
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
と
よ
く
質
問
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

城
下
町
で
道
祖
神

木
像
を
ま
つ
る

　

で
は
、
道
祖
神
信
仰
は
ど
の
よ
う
な
広

が
り
を
み
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、
平
成
の
大
合
併
前
の
旧
松
本
市

域
の
道
祖
神
碑
建
立
の
様
子
を
み
て
み
よ

う
。
明
治
以
前
の
も
の
で
建
立
年
が
明
ら

か
な
も
の
は
一
三
九
基
あ
る
。
最
古
と
さ

れ
る
も
の
は
今
井
古
池
の
正
徳
五

（
一
七
一
五
）
年
で
あ
る
が
、
道
祖
神
碑
の

建
立
は
一
七
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
増
え
始

め
る
。
十
年
ご
と
の
ス
パ
ン
で
建
立
の
様

子
を
み
る
と
一
七
六
一
〜
七
〇
年
に
三
基
、

一
七
七
一
〜
八
〇
年
に
六
基
、
一
七
八
一

〜
九
〇
年
に
七
基
建
立
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
一
七
九
一
〜
一
八
〇
〇
年
に
二
九
基
、

一
八
〇
一
〜
一
〇
年
に
二
七
基
と
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
一
八
二
一
〜
三
〇

年
と
一
八
四
一
〜
五
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ

十
四
基
が
建
立
さ
れ
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。
こ
の
よ
う
に
村
々
で
は
一
七
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
道
祖
神
碑
の
建
立
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
時
期
、
松
本
平
で
は
村
落

共
同
体
が
ほ
ぼ
確
立
し
、
村
々
の
経
済
的

余
裕
が
生
じ
た
結
果
、
道
祖
神
碑
が
建
立

さ
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
。

　

松
本
城
下
町
が
ほ
ぼ
完
成
を
み
た
の
は

一
七
〇
〇
年
代
前
半
、
水
野
氏
時
代
で
あ

る
。
城
下

町
周
辺
の
初
期

の
道
祖
神
信
仰
の
様
子
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
農
村
地
帯

が
先
行
し
、
そ
の
後
城
下
町
へ
も
た
ら
さ

れ
た
と
さ
れ
る
。
農
村
地
帯
で
は
道

祖
神
の
信
仰
が
定
着
し
、
祭
り

が
始
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
道
祖
神

祭
り
の
始
ま
り

も
い
つ
頃
な
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、
文
化
四

（
一
八
〇
九
）
年
に
は
松
本
藩
か
ら
禁
令

が
出
さ
れ
て
い
る
。
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、

子
供
た
ち
が
大
勢
集
ま
っ
て
道
辻
に
縄
を

張
り
、
往
来
の
人
や
馬
を
止
め
て
賽
銭
を

ね
だ
る
道
祖
神
祭
り
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
城
下
町
の
道
祖
神
祭
り
の
様
子

を
み
て
み
よ
う
。
天
野
信
景
が
『
塩
尻
』

に
信
州
松
本
の
人
か
ら
聞
い
た
と
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。『
塩
尻
』
は
元

禄
期
か
ら
享
保
期
、
一
六
〇
〇
年
代
末
期

か
ら
一
七
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
口
頭
伝

承
も
含
め
て
書
き
継
が
れ
た
随
筆
で
あ
る
。

松
本
の
城
下
町
の
町
々
の
辻
に
長
さ
十
間

ば
か
り
の
大
き
な
柱
に
松
竹
な
ど
を
飾
っ

て
立
て
て
こ
れ
を
御
柱
と
呼
び
、
ま
た
幸

神
と
も
称
し
て
い
る
と
。
幸
神
と
あ
る
の

で
こ
れ
は
柱
を
立
て
る
道
祖
神
祭
り
で
、

『
本
町
高
美
家
日
記
』
に
文
化
十
四

（
一
八
一
七
）
年
一
月
十
一
日
「
朝
例
年
之

あ
め
市
（
中
略
）、
丁
内
御
柱
健
（
建
）」、

一
四
日
「
天
気
ニ
成
、夜
道
祖
神
祭
、町
々

賑
々
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
親
町
の
筆

頭
・
本
町
で
町
人
た
ち
は
商
売
繁
盛
を
願

い
、
御
柱
を
建
て
て
道
祖
神
祭
り
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
り
で
木
像
が

ま
つ
ら
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
城
下

町
や
他
の
マ
チ
・
ム
ラ
で
木
像
が
ま
つ
ら

れ
た
こ
と
は
、
現
在
残
る
多
く
の
木
像
が

物
語
っ
て
い
る
。
木
像
を
ま
つ
っ
た
マ
チ・

ム
ラ
は
城
下
町
を
中
心
に
隣
接
地
帯
・
農

村
地
帯
の
三
重
構
造
で
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
、
木
像
は
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
あ

る
。
男
神・女
神
立
像
（
写
真
１
）
は
「
道

祖
神
」「
道
社
神
」
な
ど
と
呼
び
、
男
神

は
猿
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

田
彦
命
、
女
神
は
天

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
を
模
し

は
じ
め
に

　

松
本
平
―
筑
摩
野
か
ら
安
曇
野
に
か
け

て
の
一
帯
は
、「
道
祖
神
の
ふ
る
さ
と
」
と

呼
ば
れ
、
男
女
二
神
の
姿
が
彫
ら
れ
た
双

体
道
祖
神
碑
が
多
く
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

長
野
自
動
車
道
を
松
本
か
ら
長
野
方
面
に

進
む
と
、
梓
川
を
越
え
て
安
曇
野
市
に
入

る
。
安
曇
野
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は

北
ア
ル
プ
ス
と
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
清
流
、

そ
し
て
双
体
道
祖
神
碑
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
松
本
平
が
道
祖
神
と
深
く
結
び

つ
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
昭
和
五
〇

（
一
九
七
五
）
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
水
色
の
時
」
の
影
響
が

大
き
く
、
と
り
わ
け
安
曇
野
は
「『
水
色

の
時
』
道
祖
神
」
が
建
立
さ
れ
る
な
ど
し
、

多
く
の
人
々
が
道
祖
神
に
引
き
寄
せ
ら
れ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
残
念
な
が

ら
、
筆
者
は
こ
の
「
水
色
の
時
」
を
視
聴

し
て
い
な
い
の
だ
が
…
…
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
祖
神
と
は
ど
の
よ
う
な

神
な
の
だ
ろ
う
か
。
境
の
神
の
総
称
で
、

ド
ウ
ソ
ジ
ン
と
呼
ば
れ
る
神
を
は
じ
め
、

サ
エ
ノ
カ
ミ
、
サ
イ
ノ
カ
ミ
、
ド
ウ
ロ
ク

「
暮
ら
し
の
中
の

          

道
祖
神
」 

特 

集

無
病
息
災
や
縁
結
び
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
道
祖
神
は
、
男
女
（
神
）
の
姿
が
彫
ら
れ
た
双
体
道
祖
神

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
像
碑
は
松
本
平
に
濃
密
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
松
本

城
下
町
に
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
文
化
の
境
界
と
も
い
わ
れ
る
梓
川
。
そ

の
北
に
広
が
る
安
曇
野
一
帯
の
道
祖
神
御
柱
祭
り
も
、
地
域
特
有
の
文
化
で
す
。
地
域
の
中
の
祭
り
と
行
事
や

道
祖
神
を
中
心
と
し
た
人
々
の
精
神
的
な
安
穏
、
暮
ら
し
の
中
の
素
朴
な
祈
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

窪
田 
雅
之

松
本
城
下
町
の

道
祖
神

信
仰
木
像
祭
祀
か
ら

道
祖
神
碑
建
立
へ

松
本
城
下
町
の

道
祖
神

信
仰
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